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矢野かもじ 
 

～形を変え、今へ受け継がれる伝統技術～ 
 

 
伝統産業「髢（かもじ）」 から 「洋かつら」へ 
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・ 株式会社 クスノキ  代表取締役  楠
くすのき

 輝
てる

歳
と し

 さん 

 

 

 

矢野公民館                   
 

 



 

１．古くからの歴史のある地域、矢野 

 

古代 人が住みついたのは縄文時代の始め 

 

中世 尾張・野間庄の野間氏が矢野に移り住み（１４４５年）、絵下山のふもとの発喜城を主城にした。 

野間氏は戦国大名として領地内を治めた。 

 

江戸期  ・「かもじ」づくりが始まる・・江戸初期の寛永年間（1624～1643）に、 

矢野に住む大阪屋（大官田）吉兵衛が創始者となりはじまったとされる。 

試行錯誤の末、髪の油分の除去に成功。油抜きに矢野の粘土が適していた。 

 

★「かもじ」とは・・・女性が髪形を整えるために、中に入れたり添えたりするもの 

 

・海沿いの地区は漁船溜り、商港として栄えた。カキの養殖も盛んとなり、牡蠣料理を出す

「かき船」が、阪神や瀬戸内海沿岸の各地に進出した。 

 

近代  明治 30年代、かもじ製品が外国輸出貿易品に。 

同 36年呉線（矢野駅設置、商業取引を容易に） 

「髢之碑」大正 4年（1915年） 

  

 

【矢野村「矢野町」 （矢野村の中の矢野町）】 

○江戸時代末期、村内は村方（地方浦）と町組（町方）に分かれ、４７軒の町屋が軒を並べ

る。農業５０％、商売・漁業５０％。内陸をひかえ、海・港による海路の利便性。 

○「（髢業は益々隆盛を加え）、村名を以ってするは本村発展上、不利益尠（すくな）からず」

⇒矢野町、 矢野村を町制にの村会決議書、 大正６年（１９１７）町制実施。 

 

 

 

 

 



２．矢野かもじ（髢） 

（１）かもじづくりの工程 （スライド、資料１参照） 

  １．下職（油抜き、染色、粗製品、かくさ（カラス）、抜き地製品） 

  ２．各種の本製品（ミノ組み、コマ作り） 

  ３．各種の日本髪かつら 

 

 

（２）全国をまわる行商、牡蠣との関連性 

 「毛たぼ替え～！」 

かもじの原料＝玉髪（たまげ）と言われる廃物の利用。全国各地の屑問屋（寄せ屋）。 

            のち、中国・韓国の輸入に。 

 

 

（３）歴史的な歩み ヘアピース・洋かつらの時代へ  （資料２参照） 

 

 

 

 

 

３．かもじ産業の今 

  ・・・伝統的な技を新しい時代に合わせ、活用していく 

 

株式会社 クスノキ  

・戦後、多くのかもじ業者が廃業していく中、新たな展開を模索し現在に。 

矢野のかもじの伝統技術を受け継ぐ唯一の会社 

        ・広島県の伝統的工芸品の指定を受ける（平成 3年） 

        ・医療用ウィッグの生産 

 

・ＤＶＤ視聴 「広島発！夢の通り道 ウイッグのくすのき 伝統のかつら技術伝承」 （2010年 8月放送） 

 

       

 



参考１ かもじづくりの工程 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 参考２ 矢野かもじ の歴史的なあゆみ 

  髪形を整える入れ髪や添え髪から、日本髪かつら、そして「洋かつら」へと、使用の仕方を拡大させな

がら、独特の文化と産業を作りあげるかたちで発展。  

（年表はかもじに関する大きな変化を中心に抜粋） 

 

・１８８６年（明治１９年） 第１回国内勧業博覧会に、初めて髢を出品。 

・１９０２年（明治３５年） 大阪府主催・第５回国内勧業博覧会にて、矢野のかもじは「全国唯一」の名声を博す。 

・１９１５年（大正 ４年）第一次世界大戦により、軍需品や日用品の需要が激増し景気が好転。中ごろより日本の輸出はす

ごい勢いで伸び始める。この年５月、大官田吉兵衛が産業功労者として、県知事より追賞される。これを機に１０

月、「髢之碑」を尾崎神社北麓に建設 

・１９１７年ごろ  矢野の髢が最も名声を全国に高め隆盛を誇った時代であった。 

・１９２１年（大正１０年）ごろ 一時衰退していた髢業が回復。矢野髢市を開設する。 これより大正の末まで、全国生産量

の７割を占めるにいたり、髢業界は全盛を極める。矢野の住民の八割近くが髢に関わっていたといわれる。

（※大正９年 戸数１２２３戸 男２６４５人、女２８５３人 計５４９８人）        

・１９２２年（大正１１年） 4月皇后陛下、本県工啓の際、台覧に供し五点お買い上げ。 

         ～このころより昭和１２年ごろにかけて髢製品はあらゆる機会をとらえて出品展示し、宣伝された。～ 

・１９２７年（昭和 ２年）金融大恐慌 

・１９３７年（昭和１２年）日本髪の時代からパーマネント・ウエーブなどの断髪の洋風スタイルに移行。 

髢の需要が次第に減少していく。 

・１９３９年（昭和１４年）第二次世界大戦に突入。戦時体制となり、あらゆる物資が配給制となる。 

生産に必要な材料等が入手が困難となる。 

・１９４１年（昭和１６年）太平洋戦争はじまる。このあとも細々と生産は続けられるも、戦争末期には完全な生産麻痺状態と

なる。（昭和初期には、半製品の髢から、かつらの製造の技術の方にウエイトが移り始める。） 

・１９４５年（昭和２０年）太平洋戦争終結 

・１９６４年（昭和３９年）ごろ 新型部分かつら（ヘアーピース）の需要高まる。 

製造業者３０軒以上、内職者数１０００人以上と推測される。 

・１９６７年（昭和４２年）ごろ 沈滞から一変して急激な活況を呈す。 

家内工業的な経営から、会社組織に変わり経営規模も大型化してゆく。 

・１９７３年（昭和４８年）石油ショック 大手メーカー進出や東南アジア方面の低賃金による廉価なものが出て、販売競争

が熾烈化する。 

・１９７５年（昭和５０年） 矢野町が広島市と合併。低成長経済に突入、髢産業も衰退。業、廃業を余議無くされていく。 

・１９９１年（平成 ３年） 広島県が郷土広島の伝統的工芸品として「矢野かもじ」など九品目を指定。 

 

 

 

 

資料１，２を作成するにあたり、以下の文書等を参考、抜粋させていただきました。 

・発喜会「発喜山」より「矢野かもじ考 武田敬造」、 「かき船繁昌記 浜尾卓次」、・広島市郷土資料館 「学習の手引き 第５号 かもじづくり」パン

フレット、・広島市郷土資料館 資料解説書 第４集「かもじづくり」、・発喜会「郷土史講座 第四回 矢野の産業（その２）かき・かき船 テキスト 

 








